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暑さに負けず、学期の後半を突き進もう

中間テストも終わり、１学期も後半に差し掛かりました。６月は、各学年
ともに、大きな行事を控えています。教科の学習だけでなく、社会的な力を
伸ばす意識を大切にしましょう。
教室で席について授業を受けているだけでは得ることのできない、貴重な体験や学びが

たくさんあることと思います。それらの学びは、今後の人生を生きていく上で必ずみなさ
んの支えとなるはずです。大きな成果が得られることを期待しています。

学校公開日 多数のご参加 ありがとうございました

－生徒会スローガン－

一歩ずつ進み続ける日本一の中学校
～ 育てよう 当たり前の基準 ～

５月１１日（土）に、学校公開が行われました。今年度はじめての学校公開とあり、多

数のご参加をいただきありがとうございました。

当日は、１年生では非行防止教室を、３年生では薬物乱用防止教室をそれぞれ実施しま
した。城陽警察署・宇治警察署・木津警察署・田辺警察署・八幡警察署より、スクールサ
ポーターの方を講師に迎え、子ども達を取り巻く現状や、社会一般における法やルールに
ついて、実例を交えて教えていただきました。
ネットトラブルや薬物など、「自分は大丈夫」と思っていることでも、知らないうちに

被害に巻き込まれたり、場合によっては意図せず加害になっていたりすることもあり、「正
しく知ることから始める」ことが、いかに大切なのかを学ぶ機会となりました。

また、部活動参観と合わせて、部活動ごとの懇談会を実施しました。顧問より部活動に
おける指導方針についての説明や、日頃の様子を交流する機会となりました。

同日に、保護者対象の進路説明会も実施しました。３年生だけでなく、１・２年生の保
護者の方も多数ご参加いただき、ありがとうございました。

避難訓練を実施しました

5/24(金)に、全校で避難訓練に取り組みました。
今学期については、地震発生を想定した訓練を実施し、全校生徒

が避難を行いました。今回は、授業時間内に定められた避難経路を
通っての訓練でしたが、実際には休み時間や
登下校中に起きることや、避難経路が塞がっ
て通れないなどの不測の事態もありえます。
今後、訓練そのものの在り方も学校全体で

模索していくことになります。

”社会を明るくする運動”標語
第74回"社会を明るくする運動"の一環として取り組んでいる標語の入選作品が以下のように決定しました。

特選 つなげよう 誰かが始めた 第一歩 ２年４組 田中 結葵
入選 笑顔の輪 一人が笑えば 広がるわ ３年３組 田中 未紘
入選 つなげよう 心のバトン 君の番 ３年４組 福田 啓人
入選 ごめんより ふやしていこう ありがとう １年２組 佐竹 潤哉

６月の主な予定
1日 (土) 城久夏季陸上大会
3日 (月) 生徒総会
4日 (火) １年 校外学習（友愛の丘）
5日 (水) ３年 修学旅行（沖縄）
6日 (木) ３年 修学旅行（沖縄）
7日 (金) ３年 修学旅行（沖縄）
11日 (火) ２年 校外学習（京都市内）
13日 (木) 心電図検診二次（対象者のみ）
16日 (日) 山城陸上大会
18日 (火) 諸費振替日
20日 (木) 歯科検診（３年・２年２クラス）
24日 (月) 期末テスト１日目（給食なし） スマイルあいさつ（ＰＴＡ・地域委員）
25日 (火) 期末テスト２日目（給食なし） スマイルあいさつ（ＰＴＡ・地域委員）
26日 (水) 期末テスト３日目（給食あり）
27日 (木) 歯科検診（１年・２年２クラス）
28日 (金) 諸費再振替日

【 テスト期間部活動停止 】17日(月)～26日(水)
【 平日部活動休養日 】各週水曜日

スマイルあいさつについて
学校・地域連携推進会議の取組として、城中ブロックの小中学校およびＰＴＡ、各関係団

体が協働して、朝のあいさつ運動に取り組んでいます。地域でも、元気なあいさつで子ども
達を送り出していただけますよう、ご協力よろしくお願いいたします。

令和７年度以降使用する中学校教科用図書見本の巡回展示について

下記の日程で閲覧していただけます。

日 時 ： 令和６年６月１１日（火）～１３日（木） ９：３０～１６：００

場 所 ： 本校会議室



「テストって何やろな？」

点数が気になる。

成績が気になる。

その先にある進路が気になる。

どれも、中学生としては当たり前の“気になること”なのだと思います。

今年度はじめての定期テストが終わりました。

改めて考えて欲しい「テストって何やろな？」の問い。

習ったことを反復して勉強し、間違えず正しく再生できたら、高得点が取れる。

“学校っぽい価値観”のひとつだと思います。

ところで、みなさん、

新しいことを学ぶのは、楽しいですか？

何かを発見したり、考え方を獲得したりする実感は、あなたの喜びに変わっていますか？

誰かの感性に触れる瞬間は、あなたの世界を広げる出会いになっていますか？

人と協力して問題を解決する経験は、あなたの人生に充実感をもたらしていますか？

どうかお願いです。
点数・評価・成績という、“学校っぽい価値観”だけに、縛られないでください。

この先にある、未知との出会いを、楽しめる人であってください。

できないことができるようになるためのチャレンジに、
やりがいを感じる人であってください。

今できていることがすべてなのではなく、
これから先の“なりたい自分”の姿に、希望を見いだす人であってください。

授業があって、課題の締切があって、テストがあって、成績がついて、
それをもとに進路選択をして。

余裕など持てない難しい日々だとは、百も承知のうえで、どうかお願いです。

学校の外側へ飛び立つことになったときに、あなたの中に、何かの“学び”が残る、
そんな日々を、城中で過ごしてください。


